
三井住友トラスト・グループは2024年、創業100年を迎えました。これを機に、ブランドスローガン「託された未来をひらく」を策定しました。
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編集方針

　今般、投資家を中心としたステークホルダーの皆さまに当グループの取り組みについてご理解いただくために統合報告書を作
成致しました。本報告書においては、創業以来、「託された未来をひらく」存在として、我が国の発展に貢献してきた当グループ
が、次の100年に向けて、パーパスのもと、「資金・資産・資本の好循環」をより一層促進するための具体的な取り組みや企業価値
向上について説明しています。編集にあたっては、IIRC（国際統合報告評議会）が発行した統合報告フレームワークを参考に、財
務情報のみならず、ビジネスモデルや人的資本戦略、コーポレートガバナンス、サステナビリティなどの非財務情報の充実を図って
います。また、当社のディスクロージャーポリシーに則り、適切に開示しています。なお、詳細な財務情報やESG関連情報について
はディスクロージャー誌資料編、サステナビリティレポートおよびウェブサイトなどをご覧ください。

報告対象

期間： 2023年4月から2024年3月（一部に2024年4月以降の情報も含みます）
範囲： 三井住友トラスト・グループ
        （三井住友トラスト・ホールディングス、三井住友信託銀行およびその他の子会社・関連会社）
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